
 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-68 高等学校 国語 現代文Ｂ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 
数研 

現Ｂ 
333 改訂版 現代文Ｂ 

 

１．編修の基本方針 

(1) 言葉により培われてきた文化や伝統の価値を知り、たしかな国語力を育成する。 
(2) 近代以降のさまざまな文章の読解や批評を通して「自己」を確立し、他者とともに

生きる力を育成する。 
(3) 社会に関心を持ち、その発展に役立つ論理的思考力や表現力を育成する。 

２．対照表 

 

 

 

図書の構成
・内容 

特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 【第一章】 
 

 

評論（一）～

（五） 

・ 異言語・異文化でも共通する概念について述べた評論によ
り、我が国と他国の文化双方を尊重し国際社会の平和に寄
与する態度が養えるよう意図した（第 5 号）。 

・ 主体的、能動的に「驚く」ことの重要性を論じた評論によ
り、創造性を培い自主および自律の精神を養うことを意図
した（第 2号）。 

・ 「生きる意味を育むコミュニティー」の創造について述べ
た評論を読み、主体的に社会の形成に参画する態度を養う
ことができるようにした（第 3号）。 

・ 事物を抽象的にとらえる利点について述べた評論により、
幅広い知識と教養を身につけ真理を探究する態度を養うこ
とができるようにした（第 1 号）。 

・ 地球環境保全をテーマにした評論により、生命や自然を大
切にする態度を養えるようにした（第 4 号）。 

8～12頁 
 
 
38～45頁 
 
 
46～52頁 
 
 
54～61頁 
 
 
74～79頁 
 

小説（一）～

（四） 

・ 「臆病な自尊心」「尊大な羞恥心」を合わせ持ち虎となっ
た登場人物の性情について考察を深める中で、真理を求め
て豊かな情操を育むように配慮した（第１号）。 

・ 描かれている出来事に対する登場人物たちの心情理解を通
して、自他の敬愛を重んじる精神を育めるように配慮した
（第 3号）。 

・ 戦地での極限状態を描いた小説を読むことで、戦争の悲惨
さを理解し平和について考えることができるようにした
（第 5号）。 

22～35頁 
 
 
98～123 頁 
152～195 頁 
214～227 頁 
228～247 頁 
 
 

詩 
・ 詩の鑑賞を通して、個人の価値を尊重し、その能力を伸ば

し、創造性を培い、自主および自律の精神を養うことがで
きるようにした（第 2号）。 

・ 詩の鑑賞を通して、生命の尊さについて理解し、自他の敬
愛を重んじる精神を育み、豊かな情操を養うことができる
ように配慮した（第 1号・第 3号・第 4 号）。 

62～65頁 
 
 
66～70頁 
72～73頁 
 



 

短歌と俳句 
・ 個人の創造性や自主の精神を養い、豊かな生活を送る力が

身につくように配慮した（第 2号）。 
・ 自国の文化の特徴について考察できるように配慮した（第

5号）。 

142～151 頁 

ズームアップ 
・ 教材に関連したテーマの理解を深めたり、読書活動につな

げたりできるように工夫し、幅広い知識と教養を身につけ
られるようにした（第 1 号）。 

13頁 
21頁 

他 

表現編 
・ 広告を作成する活動を通して、創造性や自主性を培い、表

現することの楽しさや大切さを理解できるようにした（第
2号）。 

・ 調査結果をまとめて報告する活動を通して、知識と教養を
身につけて、協力を重んずるとともに、公共の精神に基づ
き社会の発展に寄与する態度が養えるよう配慮した（第１
号・第 3 号）。 

・ 「働く目的」についての小論文を作成する活動を通して、
主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を
養うことや、勤労を重んずる態度を養うことができるよう
にした（第 2 号・第 3号）。 

248～253 頁 
 
 
254～259 頁 
 
 
 
260～262 頁 
 

【第二章】 
 

 

 評論（一）～

（五） 

・ インターネット上の知識命題に頼りすぎず、自分に必要な
知を主体的に身につける重要性を論じた評論により、幅広
い知識と教養を身につけ、主体的に社会の形成に参画し、
その発展に寄与する態度を養うことを意図した（第１号・
第 3 号）。 

・ 自文化を相対化して他文化を理解する重要性を訴える評論
を読むことで、我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊
重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養えるよう
にした（第 5 号）。 

・ 労働の意味を考察する評論を読み、自主・自律の精神を養
うとともに、職業と生活との関連を重視し勤労を重んずる
態度を養うことができるようにした（第 2号）。 

・ 地球環境保全について論じた評論を読み、生命や自然を大
切にする態度を養うことを意図した（第 4号）。 

264～270 頁 
 
 
 
 
272～279 頁 
 
 
 
335～343 頁 
 
 
384～398 頁 
 

 

 小説（一）～

（三） 

・ 登場人物の心の動きや人物像を読み取ることで真理を求め
て豊かな情操と道徳心を育めるように配慮した（第 1
号）。 

・ 描かれている出来事を通して、自己存在について認識して
自主・自立の精神を養えるように配慮した（第 2 号）。 

・ 描かれている出来事に対する登場人物たちの心情理解を通
して、自他の敬愛を重んじる精神を育めるように配慮した
（第 3号）。 

280～315 頁 
 
 
344～349 頁 
 
350～355 頁 

 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

(1) 教材本文下段では、専門性の高い用語などに脚注を設け、円滑な学習ができるようにした。 

(2) 教材本文下段では、本文内容を理解したり読み味わったりするためのきっかけとなる脚注問

を設け、「読むこと」の学習が適切に行えるようにした。 

(3) 教材本文下段左では、語彙を豊かにするため、教材本文中の熟語や慣用句をまとめた。 

(4) 教材末尾では、「学習」「発展」「ことばと表現」の各設問を設け、「話すこと・聞くこ

と」「書くこと」「読むこと」の指導事項や言語活動を具体的に提示した。 

(5) 巻末資料編には評論読解に役立つテーマ・キーワードの解説をまとめた「評論テーマ×キー

ワード」を掲載した。 

 



学　校

高等学校

※教科書の記号・番号

現Ｂ
333

１．編修上特に意を用いた点や特色

２．対照表

ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ

国境を越える言葉
ズームアップ　異文化理解

○ ○ ○ ○ (2) 8 ～ 13

手の変幻
ズームアップ　芸術論

○ ○ ○ ○ ○ (2) 14 ～ 21

小説
（一）

山月記
ズームアップ　山月記

○ ○ ○ ○ (2) 22 ～ 37

胆力について ○ ○ ○ 38 ～ 45

「内的成長」社会へ
ズームアップ　グローバリズム

○ ○ ○ (2) 46 ～ 53

「具体」から「抽象」へ ○ ○ 54 ～ 61

発車 ○ ○ ○ 62 ～ 63

表札 ○ ○ ○ 64 ～ 65

永訣の朝
ズームアップ　宮澤賢治

○ ○ ○ (2) 66 ～ 71

小諸なる古城のほとり ○ ○ ○ (4) 72 ～ 73

未来世代への責任 ○ ○ ○ ○ 74 ～ 79

科学・技術の歴史の中での社会
ズームアップ　科学論

○ ○ ○ ○ (2) 80 ～ 89

擬似群衆の時代 ○ ○ ○ 90 ～ 97

改訂版 現代文Ｂ

(1) 教材は、近代以降のさまざまな文章を収録し、教材を通して生徒のものの見方・感じ方・考え
方が広がり深まるよう留意した。
(2) 評論はさまざまな題材テーマを揃え、多角的な視点を養えるようにした。また、評論題材の長
さは、3000字台のものを中心にし、授業で扱いやすくなるよう配慮した。
(3)小説は高校生のうちに読んでおきたい近代小説を柱に、昭和・平成の味わい深い作品も幅広く収
録した。
(4)教材の随所に「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」について相互に関連した発問を
取り入れ、文章を的確に理解し、適切に表現する能力を円滑に高められるよう配慮した。
(5)各題材末に設定した設問「てびき」において、教科書全体で「読解着眼点」に沿った段階的な読
解力養成ができるように配慮した。論理的文章では文脈理解から主題把握へといった読解の手順、
文学的文章では心情・場面・表現などを丁寧に読み取って的確な主題把握へといった読解の手順を
身につけることができるようにした。
(6) 読書や言語活動、実用的な文章の収録など、実生活とのつながりも重視して、現代の社会のな
かで人生を豊かにする態度を育てるよう配慮した。
(7) 表現に関連する学習は、具体的で実用的になるよう配慮した。
(8) 教材に関連する評論テーマや文学史理解を深めることができ、人生を豊かにしていくことに役
立つコラム「ズームアップ」を随所に設けた。
(9) 巻末資料編に「近現代文学史年表」「評論テーマ×キーワード」、見返しに参照用資料を掲載
して、学習の手助けとなるようにした。

※受理番号

28-68

※発行者の
番号・略称

104
数研

種　目

現代文Ｂ

（学習指導要領との対照表）

教　科

国語

学　年

※教　科　書　名

該当箇所
（頁）

評論
（一）

詩

評論
（三）

評論
（二）

内容（１） 内容（２）

学習指導要領の内容

図書の構成・内容
「内容の取
り扱い」に
関して特に
取り上げた

項目

編　 修 　趣 　意 　書

第
一
章



ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ

三月の風 ○ ○ ○ 98 ～ 109

無用の人 ○ ○ ○ 110 ～ 123

日本語は非論理的か
ズームアップ　言語論

○ ○ ○ ○ ○ (2) 124 ～ 131

偶然とは何か
ズームアップ　前近代・近代・現代

○ ○ ○ 132 ～ 141

短歌 ○ ○ ○ ○ ○ 142 ～ 146

俳句 ○ ○ ○ ○ ○ 147 ～ 151

小説
（三）

こころ
ズームアップ　夏目漱石

○ ○ ○ ○ (2) 152 ～ 197

「手」の言葉 ○ ○ ○ ○ 198 ～ 203

文学のふるさと ○ ○ ○ 204 ～ 213

果汁 ○ ○ ○ 214 ～ 227

野火 ○ ○ ○ ○ 228 ～ 247

表現１　広告 ○ ○ ○ ○ ○ (2),(4) 248 ～ 253

表現２　報告書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (4) 254 ～ 259

表現３　小論文 ○ ○ ○ ○ ○ (4) 260 ～ 262

知識社会という幻想
ズームアップ　情報論

○ ○ (2) 264 ～ 271

「文化が違う」とは何を意味するの
か？

○ ○ ○ 272 ～ 279

小説
（一）

舞姫 ○ ○ ○ ○ (2),(4) 280 ～ 315

「である」ことと「する」こと
ズームアップ　社会

○ ○ ○ ○ (2) 316 ～ 334

人はなぜ働かなくてはならないのか ○ ○ ○ 335 ～ 343

赤い繭 ○ ○ ○ ○ 344 ～ 349

朝のヨット ○ ○ ○ ○ 350 ～ 355

消費されるスポーツ ○ ○ ○ ○ 356 ～ 364

メディアのテロル ○ ○ ○ ○ 365 ～ 371

小説
（三）

檸檬
ズームアップ　梶井基次郎

○ ○ ○ (2) 372 ～ 383

環境と心の問題 ○ ○ ○ 384 ～ 391

エコロジーのミューズを求めて ○ ○ ○ ○ 392 ～ 398

顔の所有
ズームアップ　身体論

○ ○ (2) 399 ～ 406

無常ということ ○ ○ ○ 407 ～ 412

第
二
章

小説
（二）

評論
（二）

小説
（二）

評論
（三）

評論
（四）

評論
（五）

評論
（四）

短歌と
俳句

評論
（五）

表現編

評論
（一）

第
一
章

図書の構成・内容

学習指導要領の内容

該当箇所
（頁）

内容（１） 内容（２） 「内容の取
り扱い」に
関して特に
取り上げた

項目

小説
（四）


